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「里山」を通した地域づくり 
－仙台市近郊ニュータウンの事例研究 
 
那須 有華 
 
１. はじめに 
 
現在、日本には数多くのニュータウンが存在する。その景観や雰囲気はどれも似て
いる。多くの人は、ニュータウンというと、まっすぐな道路とそれに沿って整然と立
ち並ぶ住宅という人工的な様子を思い浮かべるだろう。そうしたニュータウンに対し
ては、個別性や場所性がない、均質的で不自然だというような指摘がなされている。 
しかし、一概にそう言えるのだろうか。個別性や場所性がないように見えても、実
は、人々と土地との関わりの中に、そこにしかない文化が形成されているのではない
だろうか。事実、筆者の研究対象である赤坂ニュータウンにおいては、住民達の主体
的な活動と里山という地域資源の活用によってローカリティが形成されてきている。 
そこで本研究では、赤坂ニュータウンとそこで活動する里山ねっと赤坂へのフィー
ルドワークを基に、ニュータウンが個別性や場所性をもつローカルな場所へと移行し
ていく過程で、地域資源と住民達の活動がどのような役割を果たしているのかを明ら
かにする。 
 
2. 問題の背景 
 
(1) 空間・場所と文化 
「場所」と「空間」という用語は、一般的には区別されることなく使われているこ
とが多いが、現在、場所と空間とは必ずしも一致しないものとされている。すなわち
「場所」が主体的行為者の具体的な生活経験のホームとして設定されるのに対し、「空
間」は抽象的で普遍的で等質的なものとして対置される傾向がある（遠城・大城 1998）。
例えば、ワンルームマンション一部屋を借りたとする。そこは、同じ間取りと外観を
持つ多数の部屋の中の一室に過ぎず、それだけでは個別性のない空間である。しかし、
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そこに人が住み、日常生活が送られ、年月が経ち、住人にとって特別な部屋となった
時に、そこは場所になるのである。 
ローカリティとは場所と文化との関係性である。田辺によれば、ローカリティとは、
「人々の日常的実践の反復によって、彼らが住んでいる場所に歴史的に形成されてき
た文化的特性」である（田辺 2009: 338）。しかし、場所と空間の分離により、従来は
一定の土地に帰属するものとされていた「文化」も、場所にとらわれず存在すること
が可能であることが想定できる。グローバル化によりヒト・モノ・カネがダイナミッ
クに移動する現代において、そこでしか経験できない文化というものは減少しつつあ
る。貨幣、電子メディア、交通手段、こうした場所にとらわれない事物とともに、そ
こに関わる人の営みが多数存在する。こうした場所と文化の関係性の喪失、あるいは
ローカリティの喪失は「脱領土化」と呼ばれる。田辺によれば、脱領土化とは、人々
が住んでいる場所と、そこでの文化的な実践、経験、記憶、アイデンティティとの関
係を根本的に変動させることである（田辺 2009: 338）。 
こうした「場所」と「空間」の乖離、あるいは脱領土化によって、従来の人類学が
対象としてきた、対面的な相互行為を中心としたローカルな「場所」は重要性を失い、
場所と文化との関係性は薄れつつあるようにも思われる。ところがその一方で、近代
化やグローバル化によって、移動やコミュニケーションが拡大しても、ローカルな場
所は生成され続けているという指摘もなされている。田辺は「今日のグローバル化に
よって移動やコミュニケーション手段が飛躍的に拡大しても、心、身体、モノ、活動
が日常的実践として組織されている場所が存在する」と指摘している（田辺 2002: 12）。
一度は脱領土化した空間に、再び独自の文化が形成されていくことは「再領土化」と
呼ばれる（田辺 2009）。近代化の中で、場所としての文化が失われてしまったように
見える一方で、だからこそ、場所としての固有性を取り戻そうとするような人々の営
みが存在するのである。 
 
(2) ニュータウン 
日本のニュータウンは、戦後の人口増加や都市圏への人口移動にともなう住宅の量
的需要、その後の高度経済成長期以降の住宅の質的な側面の重視な流れに対応した住
宅政策によって形成されてきた（東北産業活性化センター 2007: 12）。西川は、「ニュ
ータウンは工業生産物として企画され、生産された都市であるところが、従来の都市
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とは違う」としている（西川 2003: 237）。つまり、ニュータウンの特徴はその計画的
な空間の生産であり、その均質的で個性のない様子に対しては、ローカリティが失わ
れている、あるいは脱領土化していると指摘できる。 
 
(3) 里山 
里山とは「人の生活の場としての里と、生活にとってなくてはならないヤマとが組
み合わさった地域生態系であり、人の暮らしがそこにおいて成り立っていたひとつの
生活世界」である（丸山 2007: 103-105）。また、丸山は、里山とは「人の手が入った
自然」であり、自然と人為、自然と文化という二項対立図式を自明とする西洋近代の
自然観とは異なる見方であるとしている（丸山 2007: 103-105）。 
「里山」という言葉は江戸時代から使われてきたが、その意味合いは以前とは異な
ってきている。「里山」という言葉は、小川でザリガニ釣りをする子どもの姿や、夕日
に照らされた山々といった、美しい日本古来の風景をイメージさせる。近代化の中で
手に入れた豊かさと引き換えに、我々が失ってきたものへの「なつかしさ」、子どもの
ころに育った環境への「郷愁」、そういった思いが、近年里山が取り上げられるように
なった大きな要因ではないだろうか。また、里山とは文化としての自然であることか
ら（丸山 2007: ⅰ）、場所と文化との関係性であるローカリティと結びつきやすいも
のであることが指摘できる。 
 
3. 赤坂ニュータウンと里山ねっと赤坂 
  
ここでは、筆者の研究対象である赤坂ニュータウンと里山ねっと赤坂の概要を記述
する。 
 
(1) 赤坂ニュータウン 
赤坂ニュータウンは、仙台市青葉区の西部、赤坂にある新興住宅地である。仙台市
の土地区画事業の一環で、昭和 60 年（1985 年）から 54ha、972 区画が整備され、昭
和 63 年（1988 年）6 月 30 日に造成完了した（仙台市 2012）。造成完了直後から分
譲が始まり、特に 2 丁目は天然温泉が出ることから人気があったという。しかしなが
ら、東日本大震災の影響で、現在は温泉が出なくなってしまっている。赤坂ニュータ
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ウンには定年後の移住者が多いということが特徴としてあげられる。おそらく、市街
地からもそれほど遠くなく、かつ、ゆったりとした「田舎暮らし」ができる場所とし
て、定年後の生活を営むにはぴったりなのであろう。 
赤坂ニュータウンを歩いてみると、ゆるやかな斜面に立派で洒落た家が立ち並んで
いて、その庭や玄関先もそれぞれの家のこだわりがあるような様子が見られる。古い
住宅街と異なる整然とした印象があるものの、山が隣接しており、田畑や林などの自
然もすぐ近くにあるため、田舎らしい景観と空気感も漂っている。隣には、赤坂ニュ
ータウンよりも新しい高野原ニュータウンがあり、2 つが合わさったニュータウン一
帯は、広い空と整った道路とカラフルな住宅とがあいまって、明るくきれいな印象を
与える。しかしながら、それらのニュータウンを一歩出ると、田畑の間にぽつぽつと
家が散らばっている、どこか寂しいような農村らしい風景が一面に広がっている。そ
こでは、「現代」と「伝統」という対照的な雰囲気の場所が隣り合っているようにも
感じる。 
筆者が住民達に赤坂ニュータウンに移住してきた理由を尋ねたとき、住民の中には、
全国各地を転勤した中でも、宮城県に住んだことがあり、その時に東北の風景に強い
魅力を感じたとを話す人がいた。彼はその経験から、豊かな東北の自然がすぐ近くに
ある赤坂ニュータウンに移住することを選んだと話していた。確かに、便利で快適な
生活を求めるのなら、もっと市街地に近くて交通の便が発達しているニュータウンが
仙台市内にたくさんあるだろう。赤坂ニュータウンに移住してきた人々にとって、豊
かな自然という要素は、大きな魅力であったのではないだろうか。 
 
(2) 里山ねっと赤坂 
里山ねっと赤坂は、2004 年に赤坂 2 丁目の町内会のイベントをきっかけに発足した
里山活動を行う地域団体である。蒲沢山をフィールドとして自然に関わるイベントを
実施することで、地域の親交を深めることを目的としている。会員は 60 名ほどで、ほ
とんどが赤坂ニュータウンの住人であるが、最近はホームページなどでその存在を知
り、参加する人も増えている。会の運営、イベントの企画や準備を行い、実質的に里
山ねっと赤坂を運営しているのは、推進委員と呼ばれる 10 名のメンバーである。推進
委員は月 1 回ほど例会を開き、活動予定について打ち合わせをしている。会費は年
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1000 円で、会員はイベントの参加費が基本的に無料だが、会員でなくともたいてい数
百円の参加費でイベントに参加することができる。 
里山ねっと赤坂は、町内会や川前小学校との関わりも深い。赤坂 2 丁目の町内会に
おいては、里山ねっと赤坂が 2 丁目から生まれたという経緯ゆえに、町内会行事を里
山で行ったり、町内会と共催で行事を行ったりと、町内会と一体となって住民との交
流を行っている。現在の赤坂 2 丁目町内会長が、里山ねっと赤坂の推進委員の K さん
であることもその理由の 1 つとなっている。2012 年には、「早春の里山ハイキング」
と「芋煮会」を共催で行っている。ある住民は、「2 丁目の町内会行事はたいてい里
山ねっと赤坂が共催とか後援って形で準備してくれるのよね。わたしたちはいつも楽
しませてもらっているの。ありがたいわ」と話していた。 
川前小学校は、赤坂ニュータウンを学区に含む市立小学校であり、里山ねっと赤坂
との交流は非常に多い。毎年、川前小学校の 3～5 年生のそれぞれが、野外学習として
2 回の里山探索を行っていて、その度に里山ねっと赤坂の推進委員がインストラクタ
ーを務めている。また、里山ねっと赤坂は、大沢市民センターや川前児童館等の地域
組織が開催するイベントに参加することもある。 
 
(3) 蒲沢山 
赤坂ニュータウンにとって蒲沢山は、活動のフィールドであり、人と自然の関わり
の場である里山である。蒲沢山は、赤坂ニュータウンの北西部に位置する国有林であ
る。スギ、ヒノキ、アカマツなどの人工林と、コナラ、ミズナラ、モミ、などの自然
林が混じっており、多様な動植物が生息する。人里からそう離れていない山であるが、
カモシカ、クマ、リス、テンといった哺乳類や、カタクリ、セリバオオレン、ヤマユ
リといった草花が息づいている。 
里山ねっと赤阪では、国有林である蒲沢山をフィールドとするために、林野庁の
「遊々の森」という制度を活用している。「遊々の森」制度とは、学校などと森林管
理署長などが協定を結ぶことにより、さまざまな体験活動や学習活動を行うフィール
ドとして国有林を継続的に利用できるようにする制度で、2002 年に創立された（林野
庁 2012）。2012 年 5 月現在、東北だけでも 51 か所 2,290.49ha が遊々の森として認
定されている（東北森林管理局 2012）。蒲沢山の一部である 262ha が 2005 年 1 月 3
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1 日に「蒲沢里山体験の森」として認定され、子どもたちの森林環境教育や住民の様々
な森林体験を行う場として活用されるようになった。 
 蒲沢山へ入るにはまず、赤坂ニュータウンの西側の道路から山沿いにのびる脇道を
登る。林の手前には水道タンクがあり、正面にはあぜ道と左右にそびえる木々が現れ
る。あぜ道を歩いていくと、右手にはまず川前小学校の学校林が、続いて大沢中学校
の学校林がある。どちらもアカマツの林であり、1957 年に植樹されたという。一時は
人の手が入らなかったため、うっそうとした林であったが、2011 年に里山ねっと赤坂
や地元の建設会社、学校関係者の手によって下刈り整備が行われ、現在では光が入る
涼しげな林が広がっている。さらに進むと、少しひらけた空間にツリーハウスが見え
てくる。このツリーハウスは立ち木を柱として地面から 2.5 メートルのところに土台
を作り、その上に小屋を建てたものである。ツリーハウスの横には小さなステージと、
丸太で作った簡単なベンチやテーブルが並んでいる。さらにその奥には、蒲沢山へ入
る山道が続いている。 
 
 
写真 3-1: 蒲沢山への入り口、右手に学校林が広がる 
 
東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange12:42-59(2013) 
 48
遊々の森指定内の蒲沢山には、里山ねっと赤坂が森林管理署と協力して整備した林
道が続いており、途中には行き先を示す標識や、植物の名前を示す板がところどころ
に設置されている。標高 300～360 メートルの山頂付近には、「畑前草地」という牧
草地の草原が広がっている。これは、周辺地域で盛んであった酪農業のために 1960
年代につくられた草原である。涼しい風が吹きわたり、西側には蔵王連峰の山々をは
っきりと眺めることができる。  
 
4. 里山ねっと赤坂の活動、イベント 
  
ここでは、里山ねっと赤坂の具体的な活動や地域との関わりについて記述する。 
 
(1) ツリーハウス建設 
2010 年から 2012 年にかけて里山ねっと赤坂が力を入れてきた活動として、ツリー
ハウス建設がある。設計、材料確保、建設までのほとんどを推進委員 10 名のメンバー
だけで行った。作業を始めたのは 2010 年の 4 月頃からであるが、筆者自身は、完成
間近の 2011 年 8 月に初めてツリーハウスを訪れたので、以下では、推進委員の話を
もとにツリーハウスの建設過程を記述する。 
ツリーハウスを建てることとなった用地は、もともとは地元の住民 5 名の共有地で
あった。その土地にツリーハウスを建てることを彼らが快く承諾し、勧めてくれたこ
とからツリーハウスの建設は現実化した。材料となる木材は、国有林の間伐作業で切
り倒されて不要となっていたヒノキを安く譲り受けたものと、地元の人の「柱用に使
ってください」という厚意により、切り倒すこととなったスギの木であった。 
まず、林の中に放置されていた木材を引き上げ、搬入する作業から始めた。そのた
めには、林道の整備も必要であった。専門的な道具も機械もないため、ひとつひとつ
が手作業と力仕事であった。男性も女性も関係なく、ひたすら木材を運んだという。
あるメンバーは「大変だったよなー。今思うと、あの時はよくやったと思うね」と語
っている。材木を運んだ後も、そのままでは使えないため、木の皮を剥がしたり、火
であぶったりと、実際に建設作業を始めるまでの準備はとても労力のいるものであっ
た。最初の数カ月は、火曜と水曜の週 2 回、午前中 3 時間ほどの作業を続けていたが、
2011 年 8・9 月ごろからは火曜と水曜の午前 9 時から午後 3 時までの 6 時間をツリー
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ハウス建設に費やすことになった。このままではいつまでたっても終わらないのでは
ないかという焦りと、だんだん形になってきたことでやる気が上がってきたことから、
自然とそうなっていったということだ。男性が中心となって力仕事を引き受けていた
が、女性もしばしば作業に加わったり、昼食休憩の用意をしたりと、男性達を支えた
という。 
ツリーハウスの建設は、棟梁格だと言われる T さんと、代表の W さんを中心に進
めていった。T さんは、独学で大工仕事を身につけ、自宅にも小屋を建ててしまうほ
どの実力の持ち主だ。W さんは定年後に 2 級建築士の資格を取得し、チェーンソーア
ートの技も身につけたという。また、住宅メーカーに勤務していた C さんの助言や、
タンカー船の船長であった Y さんのロープ使いも、作業を進めるにあたって非常に役
に立ったという。大工仕事に関わる職業に就いていた人が全くいないにもかかわらず、
なれた手つきで作業をこなしていく他のメンバーの姿はとても頼もしいものだった。
まさに、「力を合わせて」作り上げたものといえるだろう。 
筆者が作業中の推進委員に「なんだか、夢がありますね」と話しかけると、「そう
でしょ、おれらの子どものころの夢をかなえてるんだから」、「そうそう、おれらが
やりたいからやってるんだよ」と話していた。また、完成後にツリーハウス建設のこ
とを聞いた時にも「大変だったけど、大工仕事は好きだから楽しかった」という話を
聞くことができた。ツリーハウス建設はかなりの労力を要するものであったが、推進
委員は楽しみながら作業を続けてきたことがわかる。 
2010 年 9 月には工事の安全を祈念しての地鎮祭を行い、2011 年 6 月には上棟式と
して餅まき1を行った。上棟式では、住民からの多くの祝い酒が集まり、ツリーハウス
の横で皆と談笑しながらそれを飲み、森の中に居酒屋が開店したような楽しい雰囲気
であったという（里山ねっと赤坂 2011a）。その後も地道に建設作業を続けた結果、
2011 年 10 月にツリーハウスは完成した。翌月の 24 日には川前小学校の 1 年生が見
学に来て、ツリーハウスにのぼり下りし、非常に喜んでいたという話を聞いた。その
時の様子を記した里山通信には、以下のような記述がある。 
 
                                                  
1 上棟式の際に、建設中の建物の上から下に集まった人々に餅や小銭をまく儀式。災いを払う
ための儀式で、建物のお披露目の意味も兼ねている。 
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「班ごとに順番で見学しましたが、待ちかねるように階段をかけ登り、ツリーハ
ウスからの外の景色を眺めたり、部屋の中の様子をみて歓声をあげていました。
それは、１年以上かけて力を合わせ作り上げてきたわたしたち里山ねっとのメン
バーへの何よりもうれしいプレゼントでした」（里山ねっと赤坂 2011b）。 
 
ここからもわかるように、子どもたちが無邪気に喜んでくれることこそが、推進委員
の成果を最も顕著に示してくれるものであった。「自分達がやりたいからつくってい
る」という言葉はあったものの、やはりツリーハウス建設を決めた背景には、子ども
たちに喜んで欲しいという推進委員の思いがあったのだろう。 
また、2011 年秋には音楽グループによるコンサートや町内会の芋煮会など、ツリー
ハウスのそばで行うイベントが開催されている。その際には、大人も子どもも「わー
すごいね」とその出来栄えに感心しては、ツリーハウスに上り下りし、笑顔を見せて
いた。 
 
 
写真 4-1: ツリーハウス「かばさわ」 
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ツリーハウスは蒲沢山の入り口に立っているため、蒲沢山に入る際はたいていその
姿を目にすることになる。したがって、里山ねっと赤坂のイベントなどで蒲沢山に何
度も入っている人には、ツリーハウスはすでに見慣れた存在となっている。「子ども
たちが自由に使える場所にしたい」、「壁にはツリーハウスができるまでの過程をま
とめたものを掲示し、できれば囲炉裏や天窓も取り付けたい」と K さんは話していた
が、ツリーハウスが今後どのように使われていくのかは、まだはっきりと決まってい
ないようだ。しかし、ツリーハウスはそこに立っているだけでも蒲沢山を象徴するも
のとして十分な存在感を示している。 
 
(2) 秘境蒲沢川沢歩き 
 蒲沢川沢歩きは毎年恒例の行事であり、4 時間ほどかけて、蒲沢川の沢歩きと、動
植物の観賞を楽しむイベントだ。ここでは、筆者が参加した 2011 年の沢歩きの様子
を記述する。 
2011 年 11 月 5 日に「秘境蒲沢川沢歩き」が行われ、20 名ほどが参加した。筆者を
含め、数人がこの行事に初参加のようだったが、他は推進委員やイベントには毎回参
加する女性メンバー数人といった、常連のメンバーで構成されていた。また、今回は
仙台森林管理所の署長も参加していた。年齢は 50～70 代がほとんどで、筆者が一番
若かった。集合時間は 9 時。集合場所は、赤坂ニュータウンの北東に位置する一号公
園であった。到着した人から長靴の底に滑り止めのための縄を結びつけた。さすがは
何度も山や川を歩いているだけあって、推進委員のメンバーは慣れた手つきで手際よ
く縄をむすび終え、縄結びに苦労している人の手助けをしていた。筆者も自分ではで
きなかったため、Y さんに全て結んでもらった。 
皆がそろったところで、まず C さんによる「それではみなさん集まってください。
これから蒲沢川の沢歩きを始めたいと思います」という簡単な開会のあいさつを行っ
た。そして、参加者を率いて歩く推進委員の紹介、森林管理署の署長の紹介があり、
コースの説明があったところで早速出発となった。今回は、赤坂ニュータウンに面し
た林道から蒲沢山に入り、山の中を流れている蒲沢川の源流までいったん下りて、そ
の浅い渓流の中を登り続け、畑前草地という草原にぬけるコースを歩くものだった。
この行事の醍醐味は、なんといってもイワナを見つけることであり、歩いている途中
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も「イワナ見られるといいね」といった会話が、毎年参加しているメンバーから聞か
れた。 
赤坂ニュータウンに面した林道からツリーハウスを通って山の奥へ奥へと進み、見
晴らし台のそばのわき道から沢まで下った。だんだんと、道幅が狭く歩きにくい道に
なっていった。そして、両側が斜面になっている道を進んだ。左側には木々が斜面に
茂っており、右側には谷が見通せ、谷の向こう側の山の木々がとてもよく見えた。「紅
葉は深まり過ぎないころが一番いいね。緑が残っているくらいがね」という会話が聞
こえてくる。まだ 11 月初旬で紅葉一色という景色ではなかったが、それでも山は美し
い景色を見せてくれる。メンバーは観察力に長けており、様々な植物を次々と見つけ
る。山には何度も来ているはずなのに、「～きれいだね」、「これは～の花だね」と自然
を愛でていた。 
谷沿いの道を抜け、わき道から谷を下った。そこは急な坂道になっていて、ロープ
が木々に結び付けられており、それを持って体を支えながら下っていく。このロープ
がなければとても下ることができないような道だ。こういった、支えになるロープや
その先にある小川にかかる丸太橋、あるいは道自体は、推進委員が長年かけて築いて
きたものだ。この行事の直前にも、彼らは下見に行き、安全に楽しめるルートを考え
ていたのである。推進委員の徹底した準備と配慮があるからこそ、里山ねっと赤坂の
イベントでは参加者が純粋に楽しむことができるのだ。 
その後、出発してから 1 時間弱で川の源流に到着し、小さな橋を渡る。そして、そ
の先の小さなスペースで 20 分ほど休憩してから、いよいよ沢歩きが始まる。川沿いの
林や川の中を歩いて山を登っていく。沢に入ると、山道とは全く違った雰囲気があっ
た。筆者は、森も川も知っているような気でいたが、水のせせらぎの音と水面に反射
する光のせいで、別世界に来たような気分になった。そこにある自然自体を目的とし
て楽しむという経験は、筆者自身考えてみると今まであまりなかった。紅葉狩りとも
富士山登山とも違う、言ってしまえばあたりまえの自然を新鮮な視点で捉えることが、
里山ねっと赤坂の楽しみ方なのである。 
しばしばメダカほどの大きさの魚の群れを見つけ、「ほらこっちにいるよ」、「見える
か？」などと声を掛け合い観察しながら歩いた。木の幹についた熊の爪痕など、珍し
いものや面白いものを一人が見つけると、みんなで集まって観察する。他の時間は、
隣にいる人と会話をしながら、あるいは黙々と豊かな自然を堪能するように、先頭を
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行く推進委員に続いてひたすら歩く。推進委員はしっかりした足取りで、疲れを見せ
ずにどんどん進む。ただし、ペースをゆるめたり、「こっちの方歩きなさい」と歩きや
すい道を譲ったりと、主に女性への気遣いは忘れない。ここからも、推進委員のメン
バーが、何度も山に入っているため山歩きに慣れているのが見てとれる。 
途中、地震の影響で崩落した岩が積み重って、流れがせき止められ、水がたまって
小さな沼のようになっている場所があった。見たところ数メートルの水深がありそう
で、メンバーたちはここに新たな生態系ができているのではないかと話していた。こ
のような、地震のせいで以前は通れた場所が通れなくなった場所があったため、今回
は例年と異なるルートを考えなければならなかったと推進委員は言っていた。 
そこから 30 分ほど登ったところで、イワナを見つけることができた。イワナはどち
らかというと上流の、落ち葉の影あたりに、つがいでいることが多いそうだ。見つけ
た人は「ほら、ほら、イワナだよ！」と大はしゃぎだった。それを聞いて皆がイワナ
のいる方へ集まってくる。「ほら、逃げっから静かにね」と先に来た人が言い、あとか
ら来た人は振動を伝えないようにそっと歩き、イワナがいる場所に近づく。みんなで
イワナを囲み、身をかがめて水面をのぞき込む。写真を撮ろうと試みる者もいたが、
水面に光が反射してなかなかうまく撮ることが出来ないようだった。その後も何度か
イワナやヤマメを見ることができた。今年は例年よりも多く見つけられたということ
だった。 
あるメンバーが「里山のメンバーは好き勝手名前つけるんだ」と言っていた。メン
バーは、「ここは○さんの墓にしよう」とか「この岩は○（参加者の名前）カエルだね」
などと話していた。何度も来ているだけあって、特徴的だったり面白い形だったりと、
気に入ったものは覚えている。こうした会話から、メンバーが蒲沢山に、自分たちの
里山として愛着を持っていることがわかる。また、推進委員の C さんは途中、カーブ
した面白い形の木を拾って、その後ずっと持って歩いていた。筆者が「面白い木です
ね」というと、「面白いと思う？ さすがだね。何とも思わない人もいるよね。そうい
う感性が大事なんだよねー」と話していた。里山ねっと赤坂の人たちは、植物や生き
物に出会うたびに興味を示す。定年を超え、様々なことを見聞きしてきた経験豊富な
人たちばかりなのに、子どものような無邪気さをも持ち合わせているのである。 
とうとう山を抜ける。畑前草地に到着だ。畑前草地は牧草が一面に広がる草原であ
り、涼しい秋風が吹いていた。近くには個人の飛行場があり、小型の飛行機が離発着
東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange12:42-59(2013) 
 54
し、飛び回っている。草原の西側には山稜がはっきりと見えていた。「はぁー、やっと
着いたね」と言い合い、達成感とすがすがしさを噛み締めたところで昼食に入る。昼
食は、草むらに座って、それぞれ持参した弁当やおにぎりを食べた。男性たちは、個
人個人好きな場所にばらばらに座って近くの人と話しながら昼食をとる。一人で離れ
て食べる人もいる。一方、女性たちは近くに集まってみんなでわいわい話しながら食
事を取る。また、女性たちは次々に漬物や玉こん、菓子など持参した食べ物をみんな
に配った。昼食後は、これからの予定などの連絡と記念撮影があり、帰路についた。
30 分ほど歩き、ツリーハウスがある場所に着いたところで解散となった。 
 里山ねっと赤坂のメンバーは、花や木や岩といったものを注意深く観察し、それを
楽しんでいる。ここに、里山ねっと赤坂特有の、自然そのものを楽しむという姿勢が
現れているのではないかと筆者は感じた。筆者の祖母は推進委員の多くと同世代で、
四季を通じて何度も山に入り、山の斜面のブドウ畑の手入れをしたり山菜やきのこを
採ったりしているが、筆者は祖母がこういった自然を褒めたり楽しんだりする様なこ
とを言うのはあまり聞いたことがない。たとえ何度も見ているものであっても、それ
をあたりまえの景色として見過ごしてしまわない感性が、メンバーの中に共通してあ
るようだ。 
 
 
写真 4-2: 蒲沢川を歩くメンバー 
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(3) 川前フェスタ （2011.12.3） 
川前フェスタは、小学校と地域との交流を目指して川前小学校で行われたイベント
である。体育館に 9 つのブースがあって、子どもたちは自由に各コーナーを回り、参
加したらスタンプを押してもらう仕組みになっている。ブースは、里山ねっと赤坂の
「木の工作」の他にも、「クリスマスツリーづくり」、「箸で豆つかみ」、「レインボー風
車」、「おしるこ屋」、「ポン菓子」、「先生達の演奏」、「段ボール遊び」、「ボーリング」
があった。 
里山ねっと赤坂による木の工作は、体育館のステージに向かって右側の一番前の方
にあった。ビニールシートが一面に敷いてあり、正面には推進委員の作品である、W
さんのチェーンソーアートのフクロウ、Y さんのつるかご、M さんの植物図鑑などが
置いてあった。その隣に立ててあるついたてには、里山ねっと赤坂のイベントの様子
や蒲沢山の写真、蒲沢山菜の地図が貼ってあり、O さんや U さんが作った木のストラ
ップも飾ってある。ビニールシートの真ん中に、長テーブルを 6 つくらい合わせた作
業スペースがあり、接着剤銃（握ると銃口から接着剤が出てくる道具）が 8 つ程ある。
材料は木の実、木の枝、つる、丸太であった。材料は端のテーブルに置いてあり、子
どもたちはそこから自分で好きな材料を持ってくる。子どもたちは、リース状に丸め
たつるや丸太状に切られた木に、好きな材料を貼り付け、それぞれ独自に工作する。 
12 時半からサンタクロースの衣装を着た教師の司会のもと、開会式が始まる。その
後、13 時から自由時間となり、子どもたちは一斉に、自分の興味のあるブースへ駆け
寄る。数あるブースの中でも里山ねっと赤坂の木の工作は大人気で、あっという間に
子どもたちで埋まってしまった。友達と行動する児童もいれば、保護者と一緒に行動
する児童もいた。 
K さんは写真を撮り、子どもたちを見守っている。O さんや I さんは、つるをまと
めてリースの基礎作りをする。他のメンバーは、「こうやって使うんだよ」とテーブル
の真ん中にある接着剤銃の使い方を教えたり、「好きなようにくっつけてな」、「おー、
すごいな。うまいこと作るもんだな」と話しかけたりしている。一方で子どもたちも、
「これどうやるの？」、「あれください」、「材料どこにあるの？」などと遠慮なしにメ
ンバーに尋ねていた。また、メンバーに顔を覚えられている子どももいて、「おー○君、
また来たな」、「うん」と仲良く会話する様子も見られた。 
子どもたちがブースに参加すると、ブースごとに異なるスタンプを用紙に押しても
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らうようになっていて、全ブースのスタンプを押してもらうことが目標とされていた。
筆者は、木の工作に参加したことを示す、サッカーボールの絵のスタンプを押す役割
を担った。スタンプを押すテーブルには続々と子どもたちが集まってきて、早く押し
てもらいたそうにそわそわしながら一列に並び、スタンプを押されると嬉しそうに去
っていく。 
真ん中の作業台で作業している人数は、なかなか減らず常に満員だった。一人の作
業する時間が長くなってしまうことが原因だろう。保護者の中には、子どもそっちの
けで夢中になって作っている人もおり、ある母親は、木の棒を組み合わせたものに木
の実や松ぼっくりなどの飾りをつけた作品を、子どもたちに混ざりながら時間をかけ
て作っていた。T さんは「子どもたちよりも、大人の方が必死になってんのなー、あ
の人なんか、ずっとそこで作ってんの」と笑いながら言っていた。 
ある 1 年生の男の子がテーブルの周りをうろうろとしているので、「何か作らない
の」と筆者が尋ねると、「んーわかんない」という答えが帰ってきた。そこで筆者は、
T さんに「何を作っていいのかわかんないようなんです」と助けを求めた。すると、
「僕、何作っていいのかわかんないのか。じゃあおじさんが作ってやっからな」と言
って、2 本の木の枝の先を重ねて逆 V 型にむすんで、つっかえ棒を付けた飾りの土台
を作ると、「ここにいろいろ好きなようにくっつけるんだぞ」と教え、それを男の子に
渡していた。その男の子は作ってもらったものを持って、「持ってて」と筆者に荷物を
預けた後、嬉しそうに作業台にむかった。その後も T さんはその子のことを気にして、
一緒に作っていた。こうした、小学生とメンバーとのふれあいはいたるところで行わ
れていた。 
15 時半まで自由時間は続き、メンバーは休む間もなく子どもたちのサポートをして
いた。その後、後片付けに入り、解散となった。 
里山ねっと赤坂はしばしば川前小学校に野外学習のインストラクターやイベントの
参加を頼まれているため、児童によく知られた存在となっている。何度も里山ねっと
赤坂の行事やイベントに参加し、メンバーに顔を覚えられている子どももいるようだ。
それゆえ、子どもたちはメンバーに対して見知らぬ大人に接するときの緊張感をあま
り持たずに、まるで自分の両親や祖父母に対するように無邪気に振る舞っているよう
だ。現代社会において、子どもと年長者との交流の機会というものは、家族関係以外
では少なくなってしまうものだが、里山ねっと赤坂の存在は両者をつなぐきっかけに
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もなっているのだろう。 
 
 
             写真 4-3: 工作をする子どもたち 
 
5. おわりに 
 
以上から、赤坂ニュータウンにおいて、里山ねっと赤坂と蒲沢山の存在がどのよう
な役割を果たしているのかを考察する。 
まず、里山ねっと赤坂は、蒲沢山に積極的に関与することで、「ただそこにある山」
であった蒲沢山を、赤坂の住人にとっての「里山」へとつくり上げている。蒲沢山を
整備し、東屋やツリーハウスを建設し、人が入れる山にする。そして実際に山に入っ
て、豊かな自然を味わう。こうして人と山との関係性を築き上げることで、赤坂ニュ
ータウンの住民は蒲沢山を理想の里山像に近づけてきたのだろう。しかしそれは、「人
の生活の場としての里と、生活にとってなくてはならないヤマとが組み合わさった地
域生態系であり、人の暮らしがそこにおいて成り立っていたひとつの生活世界」とい
う（丸山 2007: 103-105）、従来の意味での里山とはやはり違う。生活には不可欠で
はないが、人々の暮らしにおいて何らかの意味を成し、人々と密接な関係性を築いて
いる自然、そういう新しい形の里山である。里山ねっと赤坂や赤坂ニュータウンの住
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人にとっての里山になりえた蒲沢山は、里山という自然の新たなあり方を示している
のである。 
こうした中で、赤坂ニュータウンにはローカリティが生産されているのではないだ
ろうか。前述のようにローカリティとは、「人々の日常的実践の反復によって、彼らが
住んでいる場所に歴史的に形成されてきた文化的特性」である（田辺 2009: 338）。里
山ねっと赤坂が蒲沢山を里山と見なし、活動することが、赤坂ニュータウンという「地
域」と、蒲沢山という「自然環境」と、ニュータウンの「人々」とを結びつける役割
を果たしている。この関わりの中に、一つの慣習的なもの、すなわち文化が生まれて
いる。それは蒲沢山がある赤坂ニュータウンだからこそのものであり、そこには土地
との切っても切れない関係性が存在する。そうして土地と文化との関係性が将来に渡
って続いていくことで、赤坂ニュータウンは場所としての特性であるローカリティを
獲得するのである。 
このローカリティの生産により、赤坂ニュータウンは、ニュータウンという均質的
で個別性のない「空間」を越え、独自性を持つ「場所」として確立し始めてきている
と言えよう。ニュータウンという、歴史性も特色もない土地であったからこそ、地域
を作ろうとする里山ねっと赤坂の活動が際立ってくるのだ。 
以上のことから、里山ねっと赤坂と蒲沢山は、赤坂ニュータウンという歴史性や個
別性がなかった空間を、ローカリティを持つ場所へと変容させる役割を果たしている
ことがわかる。住民たちの主体的な活動と地域資源の活用によって、何の変哲もない
ように見えた土地が、ここにしかない地域、すなわち場所として確立し始めるのであ
る。 
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